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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 3,785 5.7 103 ― 105 ― 68 ―

29年3月期第1四半期 3,580 21.1 △17 ― △15 ― 3 ―

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　76百万円 （185.7％） 29年3月期第1四半期　　26百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 8.66 ―

29年3月期第1四半期 0.42 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 11,042 2,571 23.3

29年3月期 10,851 2,550 23.5

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 2,571百万円 29年3月期 2,550百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　　29年3月期期末配当金の内訳　普通配当　5円00銭　記念配当　2円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 3.9 600 72.8 600 79.9 370 48.3 46.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 8,800,000 株 29年3月期 8,800,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 858,584 株 29年3月期 858,584 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 7,941,416 株 29年3月期1Q 8,721,484 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におきましては、システム開発事業での受注獲得が順調に進んでいることや、サポ

ート＆サービス事業での増員要請が継続していること、さらにパーキングシステム事業での駐輪場利用料収入が

好調に推移していることなどから、前年同期と比較して大幅な増収増益となりました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の売上高は、3,785百万円（前年同期比5.7％増）、営業利益103百万円

（前年同期は営業損失17百万円）、経常利益105百万円（前年同期は経常損失15百万円）、親会社株主に帰属する

四半期純利益68百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益３百万円）となりました。

セグメント別概況につきましては、システム開発事業は、営業体制強化策が軌道に乗り、順調に案件獲得が進

んだことにより増収となりました。さらに地道なプロジェクト進捗管理活動、品質管理強化活動が功を奏し、利

益率向上に寄与したことにより、大幅な増益となりました。この結果、売上高1,323百万円（前年同期比0.2％

増）、営業利益112百万円（前年同期比67.0％増）となりました。

サポート＆サービス事業におきましては、順調な増員要請に基づく事業拡大が続いておりますが、新たなＩＴ

基盤領域獲得のための先行投資費用がかさみ、増収減益となりました。この結果、売上高1,090百万円（前年同期

比5.4％増）、営業利益34百万円（前年同期比11.6％減）となりました。

パーキングシステム事業におきましては、自治体の指定管理案件の受注が順調に伸びていることや、駐輪場利

用料収入が着実に増加しており、大幅な増収増益となりました。この結果、売上高1,365百万円（前年同期比12.3

％増）、営業利益227百万円（前年同期比77.0％増）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,922,598 3,585,068

受取手形及び売掛金 2,306,832 1,854,233

商品及び製品 40,318 55,058

仕掛品 149,395 217,542

その他 1,122,151 1,107,477

流動資産合計 6,541,296 6,819,381

固定資産

有形固定資産 909,083 901,466

無形固定資産 112,321 104,072

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 1,807,463 1,714,050

その他 1,481,290 1,503,203

投資その他の資産合計 3,288,753 3,217,254

固定資産合計 4,310,158 4,222,792

資産合計 10,851,454 11,042,174

負債の部

流動負債

買掛金 698,606 551,055

短期借入金 907,301 1,155,000

1年内返済予定の長期借入金 135,000 122,500

賞与引当金 439,345 220,560

受注損失引当金 ― 835

その他 1,771,205 2,248,706

流動負債合計 3,951,458 4,298,657

固定負債

長期借入金 235,000 207,500

リース債務 2,042,002 1,959,718

役員退職慰労引当金 131,510 59,069

退職給付に係る負債 1,850,182 1,814,455

その他 90,455 130,923

固定負債合計 4,349,152 4,171,666

負債合計 8,300,610 8,470,324
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 438,750 438,750

資本剰余金 903,593 903,593

利益剰余金 1,443,603 1,456,826

自己株式 △317,401 △317,401

株主資本合計 2,468,544 2,481,768

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 60,220 73,179

為替換算調整勘定 1,199 1,243

退職給付に係る調整累計額 20,878 15,659

その他の包括利益累計額合計 82,299 90,081

純資産合計 2,550,843 2,571,850

負債純資産合計 10,851,454 11,042,174
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 3,580,641 3,785,114

売上原価 3,115,791 3,172,241

売上総利益 464,850 612,872

販売費及び一般管理費 481,902 509,292

営業利益又は営業損失（△） △17,051 103,580

営業外収益

受取利息 23 20

受取配当金 2,029 2,396

その他 4,498 4,992

営業外収益合計 6,552 7,409

営業外費用

支払利息 4,061 4,340

その他 825 1,313

営業外費用合計 4,887 5,654

経常利益又は経常損失（△） △15,387 105,335

特別損失

固定資産除却損 ― 2,554

関係会社清算損 1,816 ―

特別損失合計 1,816 2,554

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△17,204 102,781

法人税等 △20,916 33,967

四半期純利益 3,712 68,813

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,712 68,813
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 3,712 68,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,376 12,958

為替換算調整勘定 13 43

退職給付に係る調整額 30,459 △5,219

その他の包括利益合計 23,096 7,782

四半期包括利益 26,809 76,595

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,809 76,595

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算する方法によっております。

決算短信（宝印刷） 2017年07月26日 17時51分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


